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鈴木文雄町長
年頭あいさつ

謹
賀
新
年

令
和
六
年

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
年

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
か
ら
町
の
運
営
に

対
し
て
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
信
越
病
院
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
現
在
の
建
物
は
、
昭
和
46
年
に
完

成
し
て
以
来
52
年
を
経
過
し
て
老
朽
化
が
著
し
く

進
行
し
て
お
り
、
現
行
の
病
院
設
備
基
準
に
も
合

致
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
町
民
に
対
し
て
よ
り

良
い
医
療
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
に
再
整
備
事
業
を
進

め
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
病
院
の
建
設
に
関
し
ま
し
て
は
、
令
和
４
年

度
に
は
予
定
地
で
あ
り
ま
す
旧
柏
原
小
学
校
の
取

り
壊
し
を
終
え
、
昨
年
は
接
続
す
る
町
道
の
改
良

工
事
、
空
調
に
利
用
す
る
地
中
熱
工
事
を
順
次
進

め
、
年
末
に
は
病
院
の
建
築
工
事
に
も
着
手
い
た

し
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
工
事
の
工
程
を

調
整
し
な
が
ら
進
捗
を
図
り
、
令
和
７
年
春
に
は

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
つ
い
て

は
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
計
画
的
な

対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
が
行
う
集

団
接
種
は
昨
年
末
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た

が
、
費
用
の
公
費
負
担
は
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
気
軽
に
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
現
在
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
に
は
手
洗
い
や
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
、
感
染
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
の
主
要
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
に
関
し

て
は
、
昨
年
夏
の
異
常
な
暑
さ
と
降
水
量
の
不
足

な
ど
に
よ
り
、
作
物
に
よ
っ
て
は
収
量
や
品
質
に

影
響
が
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
気

候
変
動
に
よ
り
病
害
虫
の
種
類
や
被
害
状
況
に
も

変
化
が
生
ま
れ
、
従
来
の
防
除
対
策
で
は
対
処
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
球
規
模
で
の
温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
、
今
年

の
よ
う
な
気
候
が
来
年
以
降
も
続
く
と
の
予
測

も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
関
係
の
皆
様
が
相
互
に
情
報
を
共
有

し
、
効
果
的
な
対
策
を
一
体
と
な
っ
て
講
じ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
訪
れ
る

お
客
様
の
数
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
信
濃
町
に

は
、
地
域
固
有
の
美
し
い
景
観
や
優
れ
た
自
然
環

境
だ
け
で
な
く
、
有
史
以
来
脈
々
と
育
ま
れ
て
き

た
歴
史
や
文
化
な
ど
、
有
形
無
形
の
観
光
資
源
に

あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
信
濃
町
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
、
素
晴

ら
し
い
自
然
や
文
化
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
人
々

の
営
み
、
そ
の
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
と
地
域
の
特
徴
や
魅
力
を
共
有
す

る
こ
と
を
通
じ
て
「
お
も
て
な
し
意
識
」
の
向
上
を
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図
り
、
さ
ら
に
は
町
民
自
ら
が
日
常
風
景
を
情
報

発
信
し
、
魅
力
の
深
化
と
定
着
へ
と
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
拠
点
が
単
体
で
は
活

性
化
が
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
町
内
だ
け

で
な
く
近
隣
市
町
村
に
点
在
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を

一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
な
が
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
客

力
の
強
化
や
客
層
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
「
町
の
未
来
を
考
え
る
会
議
」
（
若
者

会
議
）
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
の
会
議
は
、

長
期
振
興
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
町
民
の
生

の
声
を
反
映
さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
７
月
、
10

月
及
び
11
月
の
３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
10
代

か
ら
70
代
ま
で
、
全
体
で
70
名
以
上
の
皆
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
既
存

の
制
度
や
他
の
地
域
で
の
成
功
事
例
と
い
っ
た
鋳

型
に
流
し
込
む
の
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
自
由
で
柔
軟
な
発
想
や

ア
イ
デ
ィ
ア
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
ま
で
に
類
例
を
み

な
い
よ
う
な
方
策
を
見
出
し
た
い
と
考
え
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
審
議
会
に
お
い
て
計

画
に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
町
政
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
ま
た
参
加
者
同
士
の
末
長
い
交

流
の
契
機
に
な
り
ま
す
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
に
お
い
て
も
電
力
や
ガ
ス
、
食
料

品
等
が
引
き
続
き
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

に
対
す
る
施
策
の
一
環
と
い
た
し
ま
し
て
、
町
内
の

商
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
や
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
な
ど

を
対
象
と
す
る
給
付
金
の
支
給
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
国
民
の
暮
ら
し
と
生
業

を
守
る
観
点
か
ら
、
地
方
自
治
体
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
柔
軟
に
活
用
で
き
る
重
点
支
援
地
方
交

付
金
事
業
の
ほ
か
、
所
得
税
や
個
人
住
民
税
の
定

額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
制
度
の
詳
細
が

決
定
し
た
段
階
で
速
や
か
に
補
正
予
算
を
編
成

し
、
住
民
及
び
事
業
者
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

お
わ
り
に
、
本
年
も
皆
様
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
様
々
な
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
お
約
束
し
、
そ
し
て
令
和
六
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

信
濃
町
長
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木 

文
雄 

　
　



サラリーマン等の給与所得者の場合 各種控除を受ける場合
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その他の収入がある場合
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■年収が2,000 万円を超える方
■年の途中で退職し、年末調整を行っていない方
■複数箇所から給与所得がある方
■給与以外の所得が20万円以上ある方　など

　申告された内容は課税資料になるほか、国民健康保険税や介護保険料、保育料などの算定に用いられます。期
間内の申告にご協力ください。会場の混雑を避けるため、原則、指定の地区の日にご来庁ください。

○所得税申告

○住民税申告

■公的年金収入額が400万円を超える方
■�源泉徴収されている公的年金（雑所得）以外の所得
　が20万円を超える方

■土地・建物等の譲渡所得があった方
■配当所得があった方

■所得税確定申告を行った方は、住民税の申告をしたものとしてみなされます。
■�所得税確定申告の必要がなくても、住民税の申告をしないと国民健康保険税の窓口納入分などが控除できませ
んので、住民税が高くなる場合があります。現金や口座振替で国民健康保険税、介護保険料などを支払われた
方は必ず住民税申告をしてください。
　※�収入がない方、遺族年金や障がい者年金を受給されている方は、1月 31日水までに税務係へ「収入なし」と
電話でご連絡ください。連絡がない場合、非課税証明書の交付、国民健康保険税、児童手当などの判定に支
障が出ることがあります。

■医療費控除・寄附金控除・扶養控除等を受ける方
　※必ず「医療費控除の明細書」を作成し、お持ちください。
■住宅借入金等特別控除の適用を初めて受ける方　など

■営業、農業、不動産等の収入がある方
　※農業で自家消費のみの方は事業所得になりません。

収入の状況によって上記以外にも申告が必要な場合がありま
す。ご不明な点は税務係☎255-5921へお問い合わせください。

申告 所得税・住民税の申告相談が始まります
２月８日木～３月13日水まで役場にて行います

□�マイナンバーカードなどの身分証明書（すべての方）
□�所得税が還付になる人は還付先の口座番号が分かる書類
□�源泉徴収票
□�収支内訳書、各帳簿
□�配偶者・扶養者の所得金額が分かる書類
□�保険料などの支払証明書

□�医療費控除明細書
□�寄附の証明書
□�住宅借入金等控除関係書類
□�障害者手帳、療育手帳など
□�雑損に関する領収書、り災証明書

※収入の状況によって、上記以外にも申告に必要な書類がありますので、ご不明な点は税務係までお問い合わせください。
※医療費控除及び、生命保険料控除等は保険料を支払った本人のみ適用になります。

○申告に必要なもの

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information



所得税 ･町県民税

申告相談日程表

・午前8時45分～午前11時
・午後1時～午後３時30分

役場2階　第１・2会議室

受　　付

場　　所

日　　程 午前 8 時 45 分～午前 11 時 午後 1 時～午後 3 時 30 分
2月��8日木 宮の腰・御料 原・北信・辻屋・中島
2月��9日金 仁の倉１・２ 仁の倉３～５、南麓
2月13日火 古海１～６・菅川 六月・山桑
2月14日水 船岳上・船岳下・針の木 荒瀬原上・荒瀬原下
2月15日木 町9-2 ～ 11 （古間）上町・上島・旭町
2月16日金 町12 町１～３
2月19日月 東町・戸草 甲上町・多町・小古間
2月20日火 南町・高山 仲町・南仲町
2月21日水 柴津 町17～ 19
2月22日木 町16-2・黒姫 町 16-1
2月23日金 祝日開設（地区指定なし） お休み
2月26日月 石橋 落合
2月27日火 町４・5 瑞穂・黒姫保養地
2月28日水 町６ 赤渋・長水
2月29日木 板橋 諏訪の原・緑の村・水穴
3月��1日金 お休み
3月��4日月 町 7～ 9-1 富が原

3月��5日火 【到着順受付】対象地区指定なし
（混雑状況により受付終了時間を早める場合があります）

3月��6日水 古海7・8・熊坂・柄山
赤川・高澤 町13～ 15・熊倉

3月��7日木 大平・貫の木・黒姫団地 吹野
3月��8日金 野尻４～７・土橋・深雪 野尻１～３・本道
3月11日月 中村・稲附 落影
3月12日火 【到着順受付】対象地区指定なし

（混雑状況により受付終了時間を早める場合があります）3月13日水

2月25日日 休日の申告相談会
会場：長野市若里市民文化ホール　主催：長野税務署

重要
○�下記に該当する方は、長野税務署
申告会場にて確定申告をお願いし
ます。
　・�住宅借入金等特別控除の適用を

初めて受ける方
　・株譲渡、配当所得があった方
　・�土地・建物などの譲渡所得があっ

た方

○�会場の混雑を避けるため、原則指
定の地区の日にご来庁ください。

○�指定地区外の方は長時間お待ちい
ただく場合があります。

問税務会計課�税務係�
　☎（２５５）５９２１

確定申告書等
作成コーナー

SHINANO  2024.1.15

問ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーの操作などに関するお問い合わせ
　ヘルプデスク　☎０５７０（０１）５９０１
受付　月～金（祝日等及び１２月３０日～１月３日を除きます）

○長野税務署確定申告会場のご案内 ○確定申告はスマホから
e-Tax（電子申告）をご利用ください。

申告会場 期間

若里市民文化ホール
長野市若里３丁目22-2

　2月16日金
　　　～3月15日金

・�土日祝日は、2月25日（日）のみ受付けを行います。
・�申告会場への入場には、オンラインで事前発行または、
当日発行された整理券が必要です。
・会場は、スマホ申告を基本とした運営となります。
・受付時間はいずれも、午前 9時～午後4時までです。

問長野税務署�☎０２６（２３４）０１１１

　申告相談会場は長時間お待ちいただくことがありますので、
スマホを使ってe-Tax（電子申告）での申請がお勧めです。

e-Tax（電子申告）のメリット
　☑自宅にいても申告可能
　☑添付書類の提示・提出省略
　☑所得税の還付がスピーディー
　☑確定申告期間24時間利用可能

１2 町からのお知らせDec1 町からのお知らせJan



対象期間 送付時期

令和5年１月～10月分 令和 6年１月下旬

令和5年 11月～ 12月分
令和 6年１月～ 10月分

令和 7年１月下旬

対象期間 送付時期

令和4年 11月～ 12月分
令和 5年 1月～ 10月分

令和 6年 2月上旬

○亡くなられた方の医療費通知は、送付されません

令和６年１月送付分から、12月上旬時点で被保険者が
亡くなられている場合は通知されません。亡くなられ
た方の医療費通知が必要な場合は、長野県後期高齢者医
療広域連合へご連絡ください。

問住民福祉課�住民国保年金係�☎（２５５）６８２０

問長野県後期高齢者医療広域連合�☎０２６（２２９）５３２０

問住民福祉課�地域包括支援センター�☎（２５５）４２１４
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通知 医療費通知を送付します
国民健康保険・後期高齢者医療のみなさまへ

○後期高齢者医療のみなさま
　長野県後期高齢者医療広域連合では、医療機関を受診した被保険者に医療費の総額が示してある「医療費通知」
を年１回送付しています。
　令和４年11月・12月診療分と、令和５年１月から令和５年10月までの診療分については、令和６年１月下旬
に送付します。令和５年分の確定申告期間中に医療費控除を申告される際、この医療費通知と併せて、令和５年11
月・12月診療分の領収書を基に申告してください。令和５年11月・12月診療分については、令和６年１月から令
和６年10月までの診療分と併せて、令和７年１月下旬の送付となりますのでご了承ください。

○国民健康保険のみなさま
　町では、医療機関を受診した被保険者に医療費の総額が示してある「医療費通知」をお送りしています。
　今年度より年1回の通知となり、令和４年11月受診分から令和５年10月受診分までが示された通知を令和６
年２月上旬にお送りしますので、お手元に届きましたら内容をご確認いただき、医療費の適正化にご協力をお願い
します。
　また、確定申告で医療費控除を行う際は、今回お送りする医
療費通知と併せて、令和５年11月・12月受診分の領収書を
基に申告してください。

　「もの忘れで生活に支障が出てきた」「急に怒りっぽくなった」「こんな症状に困っている」など、ご本人やご家
族のご相談を認知症の専門家がお受けします。
　あなたの悩みや不安をまずは話してみませんか？秘密は厳守しますのでお気軽にご相談ください。
■日程　　1月 18日（木）　※1月 15日（月）までにご予約ください
■時間　　①午後1時 30分～
　　　　　②午後2時 30分～　※1件あたり 1時間程度
■場所　　総合会館
■相談員　ＮＰＯ法人やじろべー　理事長�中澤純一さん（上級認知症ケア専門士ほか）
■相談料　無料

開催 認知症やもの忘れに関する生活・介護相談会を開催します
ぜひ、ご参加ください

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information



時間 内容
９時 00分～ ボッチャ

10時 30分～ 障害年金制度についての学習会（学習会に不参加の方は、交流会を行います）
講師　佐藤奈己社会保険労務士事務所　代表　佐藤�奈己　先生

・免除期間のイメージ

3月前 2月前 1月前 出産月 1月後 2月後

単胎妊娠 － － ○ ○ ○ ○
多胎妊娠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

問住民福祉課�住民国保年金係�☎（２５５）６８２０

問住民福祉課�福祉・介護保険係☎（２５５）１１７９
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国保 国民健康保険税の産前産後免除制度が始まります
産前産後期間相当分（４か月）が対象

　令和６年１月より、国民健康保険に加入している被保険者が出産した場合、産前産後期間相当分の所得割及び均
等割が年税額から軽減されます。
■免除期間
　�　出産（予定）月の前月から出産（予定）月の翌々月までの計４か月、多胎妊娠の方は出産（予定）月の３か月前か
らの計６か月が対象となります。

■対象となる方
　令和５年11月１日以降に出産（予定）の国民健康保険被保険者の方
　　※妊娠85日（４か月）以上の出産が対象　※死産、流産、早産及び人工妊娠中絶の場合も含む
■届出について
　�　出産予定月の６か月前から申請できますので、母子健康手帳及び本人確認書類をお持ちいただき住民国保年金
係の窓口までお越しください。出産後の届出の場合は、出生届の手続時にご案内します。

　飯綱町と信濃町は、障がいをお持ちの方が児童から成人へ移行する際に切れ目のない支援を目指して交流会を
開催しています。
　今回は、誰でも参加できるスポーツのボッチャと、障害年金の制度についての学習会を企画しました。
　国が定める一定の障害の状態にあり、日常生活を送るうえで支障がある場合に支給される「障害年金」につい
て詳しくご説明いただきます。今まで参加したことのない方も、申込み可能ですので参加ご希望の方は、福祉・
介護保険係へご連絡ください。

■開催日時　２月18日（日）　午前９時00分～正午　※受付時間�８時 30分～９時 00分
■開催場所　富士里支館�（信濃町大字大井1372-1）
■開催内容　
　　　　　　
　　　　　　
　　　
　　　
■参加費　　一人100円
■申込期日　２月９日（金）　※先着30名

開催 学習会を開催します
ぜひ、ご参加ください

１2 町からのお知らせDec1 町からのお知らせJan



○マリッジサポートしなのはこんな事をします
　・理想のお相手探しのサポート
　・恋愛・結婚に関する相談
　・身だしなみやマナー講習
　・婚活イベント　など

詳しくは、こちらから

信濃町結婚相談所

1月17日は、飯綱町と合同開催！
・時間　　午後4時 00分～午後 7時 00分
・場所　　長野県アンテナショップ
　　　　���銀座ＮＡＧＡＮＯ（東京都中央区）

○都内移住相談会も毎月第 3 水曜日に開催中

問総務課�まちづくり企画係�☎（２５５）１００７
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結婚 「信濃町結婚相談所」を開設しました
心と心をつなぐ場所　マリッジサポートしなの

　町では、地域のつながりを深め、地域社会の発展を目的に新たに結婚相談所を
開設しました。あなたの大切な出会い、パートナー探しを心を込めてサポートし
ます。出会いのひとつのきっかけとして、マリッジサポートしなのに登録してみ
ませんか。

■場所　　信濃町社会福祉協議会内
■登録料　無料
■相談料　無料

　7月に集落支援員として着任しました。現在は、信濃町社会福祉協議会で地域づくりを勉
強しています。今後は、民間での経験を活かして少子化対策の一環として結婚支援業務で人
口創出、増加に貢献できる存在になっていきたいと思います。

"マリッジサポートしなの" 結婚相談員のご紹介
横
よこやま

山 裕
ゆ う こ

子

○マリッジサポートしなのに登録すると
長野県が運営している結婚マッチングシステム「NAGANO�
ai�MATCH」も利用することができ、町内だけではなく長野
県内でお相手を探すことができます。　※登録料あり
「ながの結婚マッチングシステム」で検索！

問総務課�まちづくり企画係�☎（２５５）１００７

　信濃町への移住を検討されている方や、既に移住された方を対象にした移住定住相談会を定期的に開催してい
ます。移住してみての疑問や心配ごとの相談、新たな出会いなどをご提供できればと考えています。小さなこと
でも「こんなこと…」などと思わず、ご相談ください。定住されている方も大歓迎ですので、お気軽にお出かけ
ください。

■日時　　1月 12日（金）
　　　　　午前10時 00分～午後 4時 00分
■場所　　黒姫駅前�モトホンヤ（信濃町柏原2711-3-1）
■参加費　無料

相談 移住定住相談会を毎月第２金曜日に開催しています
お知り合いの移住者さんがいらっしゃいましたら、お声がけください

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information



 　げ ん き っ こ

 Genkikko
　　１歳半児健診に来てくれたおともだち 1月

家族の
メッセージ

　　　付き！　　

※詳しい内容は子ども支援係へお問い合わせください。

問教育委員会�子ども支援係☎（２５５）５９２３
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募集 信濃町奨学金奨学生を募集します
令和6年4月から貸付上限額が月額5万円から6万円に増額となります

池
い け だ

田 天
あ ま ね

音ちゃん（柏原）
塚
つ か だ

田 晴
はるおみ

臣ちゃん（柏原）

岡
おかもと

本 彩
さ や か

楓ちゃん（古間）

GIRLGIRL
BOYBOY

GIRLGIRL

吉
よ し だ

田 柊
ひ づ き

月ちゃん（柏原）

ヴァンデウッド

輝
き あ ん

音ちゃん（古海）

BOYBOY

BOYBOY

いつも元気いっぱいのあーちゃん。あなたの笑顔に癒されてます！すくすく元気に大きくなってね！
健康と安全を第一に、毎日を過ごしてください!

しっかり者で癒し系の彩楓これからもお兄ちゃんと仲良く元気に育ってね！

いつもかわいい笑顔を見せ
てくれてありがとう☆ひー
くんはずっと家族みんなの
宝物だよ!

たくさん遊んで大きくなっ
てね！

○奨学金説明会
日時　1月 31日（水）�午後 6時 00分～
場所　信濃町役場�2階第 1会議室

○信濃町奨学金奨学生募集要項
・令和6年度の応募受付期間
2月 1日（木）～3月 19日（火）

・貸付対象者
5名以内（選考委員会により選考します。）

・資格の要件
以下の条件を全て満たしていること
①�本人または本人と生計を一にする者が、町内に１
年以上居住している者で、町税などの滞納がない
こと
②�学校教育法の規定に基づく大学（夜間、通信によ
る学部を除く）、短期大学、高等専門学校（第 4・
5学年に限る）および専修学校（専門課程に限る）
に在学または在学を予定する者

③�人物・学力ともに優れ、健康であって、かつ学費
の支弁が困難と認められる者
④�在学または出身学校長が推薦した者であること
⑤�日本学生支援機構等から学資の貸付けを受けてい
ないこと

・貸付の条件
①�大学、短期大学および専修学校等に在籍する者に
対して、年額最大 72 万円（月額 6万円）を上限
とし、年4回に分けて貸付けする
②�貸付期間は、令和 6年 4月から最短修学年限の卒
業期までとする
③貸付利子は無利子とする

１2 町からのお知らせDec1 町からのお知らせJan
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年
頭
に
あ
た
り
、皆
様
方
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
信
州
及
び
信

濃
町
は
、美
し
い
大
自
然
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
た
農
地
に
、

多
く
の
作
物
が
実
り
、人
々
の
大
切

な
生
業
を
支
え
る
と
と
も
に
、青
々

と
育
つ
稲
黄
金
色
の
稲
穂
、様
々
な

作
物
の
景
色
が
、美
し
い
農
村
景
観

を
つ
く
り
だ
し
、私
た
ち
の
愛
す
る

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、今
、こ
の
農
業・農
村
に

大
き
な
転
機
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
お
気
づ
き
の
よ
う
に
、農
業
を
営

む
方
々
が
高
齢
化
し
、十
年
後
に
は

現
在
の
主
な
働
き
手
の
６
割
が
リ
タ

イ
ア
す
る
時
期
を
迎
え
、耕
作
で
き

な
く
な
る
農
地
が
急
増
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。あ
ち
こ
ち
で
、

利
用
さ
れ
な
い
農
地（
遊
休
農
地
）

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、耕
作
を

誰
か
に
頼
み
た
い
と
の
声
が
聞
こ
え

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
先
祖
が
懸
命
に
切
り
拓

き
、心
を
込
め
て
土
づ
く
り
を
行
っ

て
き
た
農
地
が
使
わ
れ
ず
、荒
れ
て

い
く
の
は
、と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で

す
。
私
た
ち
が
、子
や
孫
た
ち
の
た

め
に
、今
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
で

し
ょ
う
か
？
成
り
行
き
に
任
せ
、何

も
し
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
良
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　

昨
年
、国
の
法
律
が
か
わ
り
、大

き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
農
業・農

地
に
つ
い
て
、農
業
者
の
み
な
ら
ず

地
域
の
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
考

え
、自
分
た
ち
が
こ
う
な
っ
た
ら
良

い
と
い
う
姿
を
共
有
し
、で
き
る
こ

と
を
共
に
考
え
る
取
り
組
み（
地
域

計
画
づ
く
り
）が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
で
考
え
、で

き
る
こ
と
を
こ
つ
こ
つ
と
一
歩
ず
つ

行
っ
て
い
け
ば
、必
ず
や
、地
域
の

農
業
の
未
来
が
拓
け
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
決
し
て
無
理
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
も
、「
で
き
る
範
囲
で
」こ

の
計
画
づ
く
り
と
、そ
の
実
践
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
年
度
、町
と
と
も
に
担
当
農
業

委
員・農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
各
地
区
に
参
加
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
改
め
ま
し
て
本
年
も
引
き
続
い
て

農
業
委
員
会
へ
の
ご
指
導
、ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第8回長野県農業委員会大会第8回長野県農業委員会大会

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

農
業
委
員
会
長
　
小
林
　
栄

農
業
委
員
会
長
　
小
林
　
栄

信濃町　 農業・農村の代表として、地域の農業を守り、育てる

農業委員会だより 第62
号
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昨
年
9
月
8
日
、水
稲
の
生
育
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、長
野
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
の
技
師

の
参
加
を
い
た
だ
き
、町
内
10
カ
所
の
作
況
検

分
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
分
は
、野
尻
西
田
園
、古
海
、柴
津
、水
穴
、

小
古
間
、御
料
、中
島
、石
橋
、仁
之
倉
渋
田
、仁

之
倉
用
水
路
端
で
毎
年
検
分
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、調
査
方
法
は
、一
圃
場
に
つ
き
水
口

側
、排
水
側
で
各
2
カ
所
と
中
央
部
の
5
カ
所

で
、代
表
と
思
わ
れ
る
一
株
を
選
び
株
の
本
数

と
一
番
長
い
穂
先
の
籾
数
を
数
え
ま
す
。
品
種

は
こ
し
ひ
か
り
と
特
製
米
及
び
あ
き
た
こ
ま
ち

で
す
。

　
8
月
に
入
っ
て
も
暑
い
日
が
続
く
毎
日
で
、

雨
の
期
待
も
裏
切
ら
れ
、高
温
障
害
の
生
育
と

な
り
ま
し
た
が
、集
計
結
果
で
は
、こ
し
ひ
か

り
で
、「
株
数
２
７
．９
、籾
数
１
２
７
．１
」あ

き
た
こ
ま
ち
は
、「
株
数
２
６
．９
籾
数
１
２
３
．

６
」で
し
た
。
こ
れ
ら
は
、全
体
と
し
て
株
数
、

籾
数
と
も
過
去
3
年
と
比
べ
て
も
大
差
な
く
、

指
数
で
見
て
も
１
０
０
．７
と
な
り
平
均
並
み

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
暑
さ
と
少
雨
は
稲
の
生
育
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
妙
高
市
の
新
井
で
は
、関
川
、八
代
川

の
水
量
が
少
な
く
米
の
品
質
に
も
影
響
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
異
常
と
も
思
わ
れ
る
天

候
は
、今
後
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
今
後
、

農
業
の
安
定
と
豊
作
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

作
況
検
分
を
実
施
し
ま
し
た

作
況
検
分
を
実
施
し
ま
し
た

佐
藤
　
昭
次

佐
藤
　
昭
次

　
昨
年
11
月
9
日
、農
業
委
員
会
の
視
察
で
富

士
見
町
の
カ
ゴ
メ
野
菜
生
活Farm

に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
富
士
見
町
は
カ
ゴ
メ(
株)
と
農
地
の
有
効

活
用
、農
業
者
不
足
等
の
農
業
課
題
を
連
携
し

て
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
農
業
連
携
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
業

の
担
い
手
と
カ
ゴ
メ(

株)

が
出
資
し
た
農
業

法
人
を
運
営
会
社
と
し
、富
士
見
工
場
前
の
水

田
地
帯
で
大
規
模
な
野
菜
生
産
を
行
い
、農
業

生
産
を
通
じ
て
農
地
の
地
域
振
興
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、カ
ゴ
メ(

株)

で
使
用
し
て
い
る

ト
マ
ト
等
の
野
菜
を
農
家
と
一
体
と
な
り
栽
培

し
た
り
、安
定
的
に
野
菜
を
仕
入
れ
る
た
め
の

取
り
組
み
な
ど
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
を
受
け
、

視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た

視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た

村
田
　
俊
彦

村
田
　
俊
彦

工
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
工
場
見
学
で
は
、野

菜
ジ
ュ
ー
ス
の
歴
史
の
話
が
あ
り
、数
年
に
一
度

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、野
菜
と
果
実
の
配
合
も

見
直
し
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
工
場
で
排
出

さ
れ
るCO
2

を
ト
マ
ト
温
室
で
利
用
し
、農

園
で
生
産
し
た
野
菜
を
加
工
原
料
と
し
て
利
用

しSD
G
s

の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、野
菜
の
収
穫
体
験
や
生
産
し
た
野
菜

を
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
観
光
面

で
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
、農
業・観
光・工

業
の
相
乗
効
果
を
考
え
た
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
信
濃
町
は
現
在
の
と
こ
ろ
、こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、生
産
者・ふ
る
さ
と

振
興
公
社・行
政
な
ど
関
係
機
関
と
協
力
し
、野

菜・果
実
の
付
加
価
値
が
付
く
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

静
谷
　
八
重
子

静
谷
　
八
重
子

　　
昨
年
10
月
、
上
越
市
で「
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
農
業
委
員
会
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
最
初
に
上
越
市
農
業
委
員
会
会
長
の
ご

挨
拶
が
あ
り
、
令
和
5
年
は
改
選
の
年
で
あ
り
、

女
性
の
登
用
が
か
な
り
進
む
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
15
％
に
満
た
な

い
結
果
だ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
女

性
の
農
業
委
員
が
い
る
こ
と
で
女
性
や
若
者
が

発
言
し
や
す
い
環
境
に
な
る
と
の
こ
と
で
今
後

に
期
待
し
た
い
で
す
。

　
次
に
、全
国
農
業
会
議
所
の
佐
藤
陽
平
氏
の

講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
４
月
１

日
に
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
が

行
わ
れ
、将
来
、地
域
の
農
業
が
適
正
に
利
用

さ
れ
、食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
と
自
給
率
の

向
上
、農
業
者
の
所
得
増
大
を
目
指
す
と
い
う

も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
、鳥
取
県
の
農
業
委
員
で
あ
る
山
本

暁
子
氏
に
よ
る「eM

AFF

農
地
ナ
ビ
を
活
用

し
よ
う
！
」と
い
う
こ
と
で
、ス
マ
ホ
を
用
い
て

農
地
ナ
ビ
の
画
面
を
出
し
、基
本
操
作
の
講
習

を
受
け
ま
し
た
。
耕
作
者
毎
に
色
分
け
が
出
来

た
り
、目
的
の
農
地
を
検
索
し
て
耕
作
者
の
情

報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
は
現
状

が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
活
用
で
き
る
日

も
遠
く
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
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県
大
会
終
了
後
、ホ
テ
ル
国
際
21
に
お
い
て

上
水
内
農
業
委
員
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
上
水
内
郡
３
町
村（
信
濃
町
、飯
綱
町
、小
川

村
）の
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
適
正
化
推
進

委
員
が
各
自
行
動
す
る
農
業
委
員
会
と
し
て
地

域
農
業
の
発
展
に
取
り
込
み
、各
地
区
の
課
題

を
共
通
認
識
し
、課
題
解
決
の
為
に
親
睦
を
図

り
情
報
交
換
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、42
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
現
状

の
問
題
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
飯
綱
町
の
方
は
、稲
作
と
リ
ン
ゴ
を
中
心
に

耕
作
さ
れ
て
お
り
、農
地
の
状
況
及
び
出
来
高

等
に
関
し
て
、私
の
農
地
と
比
較
し
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、小
川
村
の
方
は
、30
年
前
に
栃
木
県
よ

り
移
住
さ
れ
た
方
で
、山
が
好
き
で
少
な
い
耕

作
地
で
農
業
を
行
い
な
が
ら
、以
前
は
信
濃
町

の
富
が
原
地
区
で
住
宅
建
設
関
係
の
仕
事
も
し

て
お
り
、富
士
里
地
区
の
農
地
状
況
を
知
っ
て

お
り
、平
で
日
当
た
り
も
良
く
黒
土
で
土
目
も

良
く
、景
色
も
最
高
で
す
ね
と
お
褒
め
の
言
葉

を
頂
き
、普
段
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
農
作

業
環
境
が
、恵
ま
れ
て
い
る
事
を
再
認
識
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、話
の
中
で
第
８
回
長
野
県
農
業
委
員

上
水
内
農
業
委
員
会
研
修
会

上
水
内
農
業
委
員
会
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た

に
参
加
し
ま
し
た

外
谷
　
公
一

外
谷
　
公
一

会
大
会
の
、農
地
利
用
最
適
化
活
動
に
係
る
事

例
発
表
で
、上
伊
那
郡
中
川
村
の
説
明
に
お
互

い
に
強
い
共
感
を
受
け
ま
し
た
。

　
特
に
地
域
計
画
に
つ
い
て
10
年
後
に
地
域
農

業
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
か
、農
地
を

ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
次
世
代
に
つ
な
い
で
い

く
か
の
課
題
に
つ
い
て
、住
民
意
識
を
上
げ
る

た
め
、広
報
や
各
地
域
で
座
談
会
を
何
回
も
開

催
し
、地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、国
か
ら
の
指
示
に
よ

る
が
、対
策
が
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な
い
よ
う

産
業
対
策
と
し
て
考
え
る
の
で
は
無
く
、地
域

対
策
と
し
て
考
え
る
事
が
重
要
で
あ
り
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
例
を
参
考
に
、信
濃
町
も
こ
の
難

し
い
課
題
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
解
決

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
21
日
、長
野
市「
ホ
ク
ト
文
化

ホ
ー
ル
」に
て
長
野
県
農
業
委
員
会
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
下
全
市
町
村
よ
り
概
ね
１
，４
０
０
人
程

の
農
業
委
員
と
最
適
化
推
進
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
式
で
は
最
初
に
令
和
5
年
度
農
業
委
員

等
功
績
者
の
表
彰
が
あ
り
、次
に
情
勢
報
告
と

し
て
全
国
農
業
会
議
所
の
堀
江
農
地・組
織
対

策
部
長
よ
り
政
府
の
農
業
対
策
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
憲
章
唱

和
、主
催
者
代
表
挨
拶
、来
賓
の
関
副
知
事
他

2
名
の
祝
辞
を
頂
い
て
協
議
に
入
り
、農
地
利

用
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
要
請
の
議
案
が
上

程
さ
れ
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、小
谷
村
農
業
委
員
会
の

「
最
適
化
活
動
の
取
り
組
み
」や
中
川
村
農
業

委
員
会
の「
地
域
計
画
を
地
域
政
策
に
す
る
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
地
域
計
画
」と
は
、は

じ
め
て
聞
か
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、以
前
に「
人
、農
地
プ
ラ
ン
」が
各
市

町
村
で
制
定
し
ま
し
た
が
、も
う
一
歩
踏
み
込

み
令
和
7
年
3
月
末
ま
で
に
10
年
後
の
地
域

の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
か
、誰

が
農
地
を
担
っ
て
い
く
か
を
担
い
手
の
有
無
を

色
分
け
し
地
図
に
落
と
し
て
優
良
農
地
の
維
持

を
地
域
全
体
で
作
成
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。 長

野
県
農
業
委
員
会
大
会
に

長
野
県
農
業
委
員
会
大
会
に

参
加
し
ま
し
た

参
加
し
ま
し
た

戸
田
　
宏

戸
田
　
宏

　
佐
藤
可
奈
子
氏
に
よ
る
講
演「
課
題
を
突
破

す
る
農
業
の
形
と
は
？
ゼ
ロ
か
ら
の
就
農
経
験

よ
り
〜
」は
、希
望
に
溢
れ
、熱
の
こ
も
っ
た
お

話
で
し
た
。
学
生
時
代
に
難
民
支
援
活
動
を
行

い
、新
潟
の
中
越
地
震
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、十
日
町
市
池
谷
集
落
6
軒
13
人
の
支
援
に

入
り
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
は
、同
集
落
に

移
住
し
、住
民
と
の
信
頼
を
作
り
、農
地
を
借

り
て
水
稲
、の
ち
に
土
地
に
合
っ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
に
替
え
、今
で
は
干
し
芋
や
ス
イ
ー
ツ

加
工・販
売
を
手
掛
け
る
女
性
農
業
経
営
者
と

し
て
起
業
し
ま
し
た
。限
界
集
落
か
ら
脱
出
し
、

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
よ
り「
女
性

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」を
受
け
ら
れ
た
素
晴
ら
し

い
若
き
女
性
の
講
演
で
し
た
。
時
間
が
限
ら
れ

て
全
容
が
聞
け
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
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編
集
後
記

　
新
規
就
農
者
の
農
地
賃

貸
契
約
に
あ
た
り
、借
り

手
と
地
主
の
仲
介
役
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回

の
圃
場
は
遊
休
の
畑
で

毎
年
草
刈
り
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、草
刈
り
と

耕
起
だ
け
で
圃
場
回
復
が

可
能
で
し
た
。
他
方
、町

内
で
は
圃
場
管
理
が
で
き

ず
、原
野
化
し
た
圃
場
も

あ
り
ま
す
。
今
回
の
仲
介

で
農
地
の
明
暗
を
見
せ
つ

け
ら
れ
、農
地
維
持
の
課

題
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
農
業
者
及
び
農
業
委

員
と
し
て
、農
地
維
持
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
吉
川
）

【
編
集
委
員
】

・井
澤
準
一　
・松
木
公
夫

・村
田
俊
彦　
・吉
川
英
一

・丸
山
恵
里
香

◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちです。
　　国民年金＋農業者年金
◎こんな方が加入できます。
　　①国民年金第１号被保険者
　　②年間60日以上農業に従事
　　③20歳以上60歳未満の方
◎�積立方式だから自分が掛けた金額は年金として生涯
もらえます。
　�（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が
遺族に支給されます）

◎保険料はいつでも変更できます。
　月々２万円から６万７千円まで
◎�支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得
税や住民税等の節税になります。
◎�政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
���（一定の要件を満たす方）

詳しくは、独立行政法人　農業者年金基金まで
　☎03-3502-3199（専門相談員）

農業者年金に加入しませんか？　　～農業者年金で安心・豊かな老後を～

農業者年金

新病院建築工事の住民説明会について
　新病院の建築工事は、施工者が(株 )岡谷組長野支
店に決定し、11月13日に契約を締結しています。工事の
着工にあたり、工事内容等を説明する場として、近隣住
民の方々に向けた住民説明会を12月７日に実施しました。
今後の工事の進捗状況は、信越病院ホームページにも随
時掲載を行います。長期間の工事となりますが、ご理解と
ご協力のほどよろしくお願いします。

8号新 病 院 整 備 よだ り

　
信
越
病
院
☎
（
２
５
５
）
３
１
０
０

病院再整備事業の情報更新中！

　新病院整備の進捗状況は、信越病院ホームページでも随時お知らせをしています。
過去の経過なども掲載してありますので、ご覧ください。

■新病院整備関係ページは

　信越病院　再整備事業　　　　で検索！
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　12月 7日、信濃小中校の4年生が小
こばやし
林一

かずゆき
行さんら数名

を講師に招いて、しめ縄の作り方を指導してもらいました。
　4年生は総合学習の時間「わか竹」の授業で農業のサイ
クルを1年かけて体験しています。春に田植えを行い、秋
には稲刈り、はぜ架け、脱穀等のお米作りを体験し脱穀が
終わった後の藁を使い、しめ縄を作りました。

　12月 7日、町内の各保育園で毎年恒例の餅つき会を行
いました。
　古間保育園では、立派な臼と杵で上手にお餅をつきまし
た。餅つきの後は、きな粉、ゴマ、あんこをまぶして、おい
しくお餅を食べました。みんなでついたお餅はおいしくて、
おかわりが止まらない園児がたくさんいました。

　11月 29日、総合会館で町政の発展にご尽力いただい
たみなさまを表彰する「令和5年度町政功労者表彰式」
が挙行されました。

北村ます代�様　横川正知�様　原山公平�様　三澤敏一�様

地域の人と「しめ縄」作り

みんなで楽しくぺったんこ

町への貢献をたたえる ❖ 紫
しじゅこうろうしょう
綬功労章

横
よこかわ

川 正
まさとも

知 様
　平成 26 年 11月から令和４年 11月まで 2 期 8 年間、
信濃町長としての重責を担い、住民福祉の向上に御尽力
いただきました。

原
はらやま

山 公
こうへい

平 様
　平成 16 年 12月から18 年間の永きにわたり、信濃町
福祉委員、平成 29 年 4月からは信濃町福祉委員の委
員長として住民福祉の向上に御尽力いただきました。

北
きたむら

村 ます代
よ

 様
　平成 22 年 12月から12 年間の永きにわたり、信濃町
福祉委員、平成 29 年 4月からは信濃町福祉委員の副委
員長として住民福祉の向上に御尽力いただきました。

三
み さ わ

澤 敏
としかず

一 様
　平成 22 年 12月から12 年間の永きにわたり、信濃町
福祉委員として住民福祉の向上に御尽力いただきました。
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　公益財団法人長野県市町村振興協会が実施する「地域活
動助成事業」を活用し、消火栓用ホースを購入しました。
　「地域活動助成事業」は、宝くじの収益金を財源として、
地域コミュニティの健全な発展を図ることを目的に、コミュ
ニティ活動に必要な設備の整備に助成されるものです。購
入した消火栓用ホースは今後、町内の各所にある消火栓器
具箱に収納し、有事の際に利用します。

　一般財団法人自治総合センターが実施する「一般コミュ
ニティ助成事業」を活用し、仁之倉区で獅子頭などのお祭
り用備品全10種類が新調されました。
　「コミュニティ助成事業」は、宝くじの収益金を財源とし
て、地域の絆とコミュニティの増進を更に図ることや地域
コミュニティの健全な発展のため、活用されています。

　12月 16日、タングラムスキーサーカスで、安全祈願祭
が行われました。
　安全祈願祭にはスキー場の関係者や町職員などが出席
し、シーズン中のにぎわいと利用客の無事故を祈りました。
　信濃町の冬の観光シーズンが本格的にスタートします。
ぜひ、お越しください。

　12月 12日、信濃小中校6年生が「30年後の信濃町へ
の提言」というテーマで自分たちで考えた町の課題を町長・
教育長へ提言しました。
　児童は、人口減少や高齢化など、町の課題に対し、教育や
福祉など6つの観点から発表しました。「学校を中心とし
たまちづくり」「信濃町の自然を活かした体験型施設の設
置」といった案が提言されました。

消火栓用ホースを購入しました

地域を豊かにする宝くじ

にぎわいと無事故を祈って

30 年後の信濃町への提言



健
康
健
康
のの

達
人
達
人

冬
の
高
血
圧
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

問住民福祉課�保健予防係�☎（２５５）３１１２

問信濃町コロナワクチンコールセンター�☎（２１７）６１４０
　受付時間：月～木曜日の午前9時～正午
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寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

時
期
は
高
血
圧
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
冬
は
気
温
が
低
い
た
め
、
私
た
ち
の

血
管
は
縮
ん
で
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

血
圧
は
気
温
の
ほ
か
に
も
、
塩
分
の
取

り
す
ぎ
・
肥
満
・
遺
伝
・
ス
ト
レ
ス
・

睡
眠
不
足
・
喫
煙
な
ど
様
々
な
要
因
で

上
昇
し
ま
す
。

　
冬
は
、
鍋
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
塩
分
の

多
い
食
事
を
摂
り
が
ち
だ
っ
た
り
、
運

動
不
足
で
太
り
が
ち
だ
っ
た
り
と
、
だ

れ
で
も
高
血
圧
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
血
圧
が
正
常
値
よ
り
高

く
な
り
す
ぎ
る
と
、
脳
や
心
臓
、
腎
臓

な
ど
の
細
い
血
管
が
集
ま
る
臓
器
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

と
い
う
大
き
な
病
気
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
血
圧
の
上
昇
は
、
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
、
自
分
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
お
家
で
血
圧

を
測
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
食

事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
も
偏
り
す

ぎ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

新型コロナウイルスワクチン接種について
　新型コロナウイルスワクチン接種の集団接種（総合会館）は、令和 5 年 12月7日をもちま
して終了しました。1月以降の接種については、ご連絡があった場合のみ接種券を発行します。
■接種会場　信越病院
■接種期間　令和 6 年 1月～3月末　
■ワクチン　オミクロン株（ＸＢＢ1.5）対応ワクチン（第一三共社、モデルナ社、ファイザー社）
■その他　　�新型コロナウイルスワクチンのご予約、お問い合わせは、信濃町コロナワクチン

コールセンターへご連絡ください。

おうちで測ってみよう！
　家庭用血圧計を活用して、普段の血圧を確認してみましょう。

○目標とする家庭血圧
上 :135mmHg 未満
下:85mmHg 未満
　高血圧の場合は、かかりつけ病院へ相談
しましょう。特にかかりつけ病院がない場合
は、内科への受診をお願いします。
　参考：日本高血圧学会�家庭血圧測定ガイドライン

　血圧計をお持ちでない方は、貸出を行って
いますので、保健予防係へご相談ください。

○血圧を測るタイミング
朝起きてから１時間以内
　・トイレに行った後
　・朝食前
　・薬を飲む前
寝る直前
　・入浴や飲酒の直後は避ける

ポイント①
椅子の背もたれに軽くもたれ、足を
組まず、リラックスして座りましょう。
ポイント②
カフ（腕帯）は、素肌か薄手の肌着
の上に巻きましょう。
ポイント③
測定部位（上腕）が心臓の高さにな
るようにカフ（腕帯）を巻きましょう。

血圧計を使用する際のポイント



問建設水道課�上下水道係�☎（２５５）３００２
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こ こ ろ の ね っ こ は、日 々、園 児 と 一 緒 に 生 活 し て い る 先 生 が、保

育 園 で の 出 来 事 を 地 域 の 皆 さ ん に お 伝 え す る コ ー ナ ー で す。

　昨年より勤労感謝の日のある 11 月に、日頃の感謝の気持ちを込めて、保育園でお世話になっている方
を給食にお招きしています。今年は、歯科健診等でお世話になっている丸山歯科医院の丸山文孝先生に、
柏原保育園へ来園いただき、子ども達と一緒に給食を食べたり、質問コーナーなどの交流をさせていただ
きました。先生も積極的な子ども達に合わせて対応してくださり、賑やかな給食の時間となりました。

／ 質問コーナーで手を挙げる子が／ 質問コーナーで手を挙げる子が ＼ ＼
多く、じゃんけん大会開催！多く、じゃんけん大会開催！

／ 子ども達の手作りカレンダーをプレゼント !／ 子ども達の手作りカレンダーをプレゼント ! ＼ ＼
いつもありがとうございます。いつもありがとうございます。

8020 です !
8020 です !

＼ ＼ みんなも健康な歯を保とうね。 ／

みんなも健康な歯を保とうね。 ／

／／
食後は、先生の食後は、先生の
ご厚意で仕上げご厚意で仕上げ
磨きをしてくだ磨きをしてくだ
さいました。さいました。
＼＼

好きな数字は
好きな数字は

＼ ＼ 何ですか？ 
何ですか？ ／／

　以前、10月号の「ほちゃの水先案内版」で、「下水道に流して
はいけないもの」という特集をしました。
　今回は、そんな「流してはいけないもの」が流れたために実際に
おきた事案のお話です。

　先日、下水道管やマンホールポンプの掃除をしましたら、ポンプの中
のスクリューに布巾が絡まっていたり、下水道管の中からタオルや水に
溶けない紙が出てきました。
　今回は大事故になる前に回収できましたが、もしかしたら下水道管や
ポンプ、処理場が詰まったり、壊れたりしていたかもしれません。
　もし詰まったら、みなさんのお家の中や庭、道路のマンホールから汚
水があふれてしまいます。
　下水道には「水に溶けない物」を絶対に流さないでください。

トイレに一度に大
量の紙を流さない
でほしいホ。

テーマ：実例紹介「下水道
管の中にあった物」



修学旅行
～江戸と信濃町をつなぐ～

初
め
て
の
新
幹
線
、
ず
っ
と
近
く
の

席
の
人
と
喋
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
夕
方
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
す

ご
く
景
色
が
綺
麗
で
、
見
晴
ら
し
が
良

く
て
風
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
夕

食
は
す
ご
く
美
味
し
い
バ
イ
キ
ン
グ
、

喋
る
よ
り
も
食
べ
る
こ
と
に
夢
中
で
、

絶
対
に
５
︐
０
０
０
円
以
上
食
べ
て
や

る
！
と
思
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
で
の
宿
泊
は
ず
っ
と
楽
し
み
に
し

て
い
た
こ
と
な
の
で
、
一
緒
の
部
屋
の

人
と
め
い
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
で
話
し
た
り
、
部
屋
の
中
を
探

検
し
た
り
し
ま
し
た
。

修
学
旅
行
は
大
変
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
対
に
楽
し

か
っ
た
こ
と
や
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

１０月２５、２６日、東京へ修学旅行に行ってきました。６学年では、総合的な学習の中で江戸時
代の江戸と信濃町との関係性について探究してきました。信濃町は江戸時代の参勤交代時に重要な宿
場町だったことや、現在の東京に小林一茶が住んでいた場所があることなどを学習し、信濃町と江戸
にどのようなつながりがあったのか、自分たちの目で見て心で感じる修学旅行となりました。

６
年
１
組

　
　
服は
っ
と
り部

　
剛ご
う
き樹

♦
自
分
が
食
べ
た
メ
ニ
ュ
ー
♦

・
コ
ー
ン
ス
ー
プ
２
杯

　

・
ピ
ザ
３
枚

・
サ
ラ
ダ
２
皿

・
唐
揚
げ
４
個
・
ポ
テ
ト
４
個

・
春
雨
２
皿

・
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
３
杯

・
塩
ラ
ー
メ
ン
２
杯

・
春
巻
き
１
個
・
エ
ビ
チ
リ
２
皿

１
日
目
の
楽
し
か
っ
た
こ
と

　
（
新
幹
線
〜
ホ
テ
ル
）

国会議事堂　１組 国会議事堂　２組

東京湾クルージングは感動の連続夜も朝も満腹バイキング
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２
日
目
の
朝
も
す
ご
く
ご
飯
が
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
３

杯
も
飲
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ラ

ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
で
は
班
の
人
と
一
緒
に

寝
っ
転
が
っ
て
み
て
い
る
と
不
思
議
な
感

じ
が
す
る
と
こ
ろ
や
、
自
分
の
肌
で
感
じ

て
楽
し
む
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
花
は

近
づ
く
と
上
に
上
が
っ
て
い
っ
て
こ
れ
も

ま
た
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
建
物
の
高
さ
も

物
価
も
高
く
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
透

明
な
床
に
乗
っ
て
み
る
と
す
ご
く
足
が
す

く
ん
で
面
白
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時
に
隣

に
い
た
夫
妻
の
60
代
の
男
性
か
ら
「
割
れ

る
ぞ
〜
」
と
い
わ
れ
て
「
や
め
て
く
だ
さ

い
よ
〜
」
と
い
っ
た
ら
隣
の
60
代
の
女
性

が
「
あ
ん
た
子
供
を
怖
が
ら
せ
る
ん
じ
ゃ

な
い
よ
〜
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
に
東
京
の
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
偏
見
で
す
が
、
東
京
の
印
象
は
人

の
態
度
が
冷
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た

が
、
こ
う
い
う
人
達
が
い
る
と
知
っ
て
、

東
京
も
温
か
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
学
ん
だ
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

僕
が
じ
っ
く
り
学
習
し
て
き
た
い
と
こ

ろ
の
ト
ッ
プ
３
は
「
日
本
橋
」「
国
会
議

事
堂
」「
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
」
で

し
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
じ
っ
く
り
学
習
し
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
会
議
事
堂
で
は
、
国
会
は
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
に
す
ご
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

や
、
国
会
議
員
に
な
る
こ
と
を
「
赤
じ
ゅ

う
た
ん
を
踏
む
」
と
言
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
国
会
議
事
堂
の
他
に
も
日
本
橋
の

こ
と
や
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物

館
で
も
色
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
昔

は
銭
貨
に
呪
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
た
め
、
現
世
や
死
後
の
世
界
へ
の
様
々

な
願
い
を
込
め
て
建
物
の
内
外
や
お
墓
に

銭
貨
が
埋
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
昔
は
豆
腐

１
丁
５
銭
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。（
今
で
言
う
７
円
位
）
深
川
江

戸
資
料
館
で
は
、昔
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

電
気
が
な
く
て
火
災
が
起
き
た
時
用
に
火

の
見
や
ぐ
ら
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。修

学
旅
行
を
通
し

て
楽
し
か
っ
た
こ
と

も
学
ん
だ
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
も
う

一
度
行
き
た
い
な
と

思
え
る
修
学
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
楽
し
か
っ
た
こ
と

　
（
朝
の
ご
飯
〜
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
）

学
ん
だ
こ
と

スカイツリー！　世界最速のエレベーターへ！

東京スカイツリーの透明な床
「ヒエッ！」

チームラボプラネッツ　風船の間

浅草雷門
コロナ前のにぎわいに戻っていました

浅草寺
お土産たくさん買えました！

希望者でマグロの競り見学in豊洲

SHINANO  2024.1.119
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冬
季
営
業
の
お
知
ら
せ

　

一
茶
記
念
館
で
は
、
左
記
の
よ
う
に
冬
期
間

も
営
業
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
企
画
展
示
室

で
冬
季
の
特
別
展
示
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期　
　

間　

12
月
１
日
～
３
月
19
日

営
業
日　

月
～
金
曜
日

開
館
時
間　

９
時
～
17
時

入
館
料　

大
人
450
円
／
小
中
学
生
260
円

※
期
間
中
の
土
日
祝
日
・
月
末
日
・
年
末
年
始

（
12
月
28
日
～
１
月
３
日
）
は
休
館
で
す
。

※
民
俗
資
料
棟
は
冬
期
間
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

信
濃
小
中
学
校
俳
句
入
門
教
室

　

信
濃
小
中
学
校
の
２
年
生
、
７
年
生
を
対
象

に
、
上
手
な
俳
句
の
コ
ツ
を
学
ぶ
俳
句
入
門
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

７
年
生
は
、
若
手
俳
人
大
塚
凱
さ
ん
を
お
招

き
し
て
12
月
４
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
俳
句
の

穴
埋
め
問
題
な
ど
も
使
っ
て
、
俳
句
づ
く
り
の

発
想
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
年
生
に
は
12
月
６
日
に
一
茶
記
念
館
学
芸

員
が
、
同
じ
小
学
生
の
俳
句
や
一
茶
な
ど
の
俳

句
を
例
に
、
よ
い
俳
句
の
条
件
や
、
言
葉
の
上

手
な
使
い
方
を
楽
し
く
教
え
ま
し
た
。　

俳人 大塚凱さん

千葉県出身
高校生の全国大会「俳句甲子園」での
優勝経験もある気鋭の若手俳人です。

「
一
茶
ふ
る
さ
と
俳
句
」
11
月
募
集
入
選
句
発
表　

選
者
：
信
濃
町
の
俳
句
会
の
皆
さ
ん

　
　
　

特
選
　
晩
菊
に
古
希
の
背
筋
を
正
し
た
る
　
　
　
　
　
松
木
　
珍
念

　
　
　
佳
作　

晴
れ
の
日
の
菊
香
る
朝
友
と
会
う　
　
　
　
　

佐
藤
て
る
子　

　
　
　
佳
作　

菊
の
香
や
命
燃
え
尽
き
母
の
逝
く　
　
　
　
　

静
谷　

和
子　
　
　
　
　
　

　
　
　
佳
作　

模
様
成
し
そ
ろ
つ
て
咲
く
や
菊
の
花　
　
　
　

志
原　

悦
子

　
　
　

特
選
　
木
道
を
渡
る
足
元
草
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
水
越
八
重
子
　　
　
　
　
　
　

　
　
　
佳
作　

妙
高
や
彩
雲
な
び
く
今
朝
の
秋　
　
　
　
　
　

吉
松　

暉
子　
　
　

　
　
　
佳
作　

吹
き
だ
ま
る
落
葉
ざ
わ
ざ
わ
子
ら
の
踏
む　
　

吉
澤　

弘
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

佳
作　

籾
殻
の
煙
た
な
び
く
秋
収
め　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

灯

※
敬
称
略
。
一
部
添
削
し
て
い
ま
す
。

【
や
さ
し
い
添
削
コ
ー
ナ
ー
】

元　
句　
吹
き
だ
ま
る
落
葉
わ
ざ
わ
ざ
子
ら
の
踏
む

添
削
例　
吹
き
だ
ま
る
落
葉
ざ
わ
ざ
わ
子
ら
の
踏
む

★
子
ど
も
が
落
葉
を
踏
む
事
に
は
、そ
れ
自
体
面
白
が
っ
て
わ
ざ
と
や
っ

て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
少

し
変
え
て
落
葉
を
踏
む
音
に
し
て
、
臨
場
感
を
足
し
ま
し
た
。

★
１
月
の
投
句
募
集
★　
初
心
者
・
子
ど
も
さ
ん
も
大
歓
迎

■
期　
　
間
：
１
月
31
日
水
必
着
（
入
選
発
表
：
広
報
し
な
の
３
月
号
）　　

■
季　
　
題
：
①
年
賀
状　

／　

②
自
由
題　

★
一
人
何
句
で
も
可

■
投
句
方
法
：
俳
句
／
住
所
／
氏
名
／
電
話
番
号
記
載
の
上
、
①
は
が
き
、

②
持
参
、
③
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
一
茶
記
念
館
へ
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

※
よ
り
よ
い
形
に
添
削
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
二
重
投
句
（
同
じ
句
を
複
数
の
場
所
へ
投
句
す
る
こ
と
）
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

【
問
】
一
茶
記
念
館　
　
〒
３
８
９
―
１
３
０
５  

信
濃
町
柏
原
２
４
３
７
―
２

☎
０
２
６（ 
２
５
５
）３
７
４
１　

  M
ail

：issakinen@
tow

n.shinano.lg.jp　

自由題 菊

★投句は楷書で読みやすくお願いします

令
和
六
年
一
月

冬
季
展  

一
茶
を
描
く
作
家
た
ち

　
【
期
間
】
３
月
19
日
火
ま
で

　

一
茶
記
念
館
所
蔵
品
の
な
か
か
ら
、
一

茶
俳
句
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
板
画
、
絵
画
、

き
り
え
、
造
形
な
ど
様
々
な
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
拓
本
や
、
一
茶
を
詠

ん
だ
現
代
俳
人
の
色
紙
・
短
冊
な
ど
も
展

示
し
ま
す
。



便り

　
今
回
は
、
一
茶
さ
ん
や
二
竹
の

動
向
か
ら
少
し
離
れ
て
、
二
竹
が

柏
原
を
離
れ
る
原
因
と
な
っ
た
事

件
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　

そ
の
き
っ
か
け
は
寛
政
８
年

（
１
７
９
６
）
当
時
の
明
専
寺
住

職
19
世
秀
意
が
29
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
秀

意
に
は
３
歳
の
娘
が
い
た
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
住
職
が
不
在
と

な
り
寺
務
に
支
障
が
出
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
後
、
寛
政
10
年

（
１
７
９
８
）
に
、
関
係
の
深
い

徳
正
寺
（
高
山
村
）
か
ら
婿
（
20

世
秀
栄
）
を
迎
え
て
、
残
さ
れ
た

夫
人
と
再
婚
さ
せ
、
住
職
を
務
め

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
、
よ
う

や
く
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
残
さ
れ
た
夫
人
も
、

秀
栄
も
明
専
寺
の
血
族
で
は
な
い

の
で
、
も
し
二
人
に
男
の
子
が
生

ま
れ
て
も
明
専
寺
の
跡
は
継
が
せ

ず
、
秀
意
の
娘
が
成
人
し
た
ら
、

婿
を
迎
え
る
と
い
う
条
件
付
き
で

し
た
。

　
こ
の
秀
栄
の
婿
入
り
に
、
有
力

檀
家
の
清
水
斧
右
衛
門
が
反
対
し

ま
す
。
柴
津
村
の
豪
農
清
水
家
の

初
代
・
二
代
の
斧
右
衛
門
は
明
専

寺
の
本
堂
や
鐘
の
鋳
造
に
尽
力
し

た
寺
に
と
っ
て
の
功
労
者
で
す
。

当
時
の
３
代
斧
右
衛
門
は
秀
栄
の

住
職
就
任
を
認
め
ず
「
離
檀
騒
動

（
※
）」
を
起
こ
し
、
柏
原
や
檀
家

の
い
る
各
地
の
村
を
巻
き
込
ん
だ

大
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
４
０
０
軒
ほ
ど
あ
っ
た
明

専
寺
の
檀
家
の
う
ち
、
50
～
60
軒

が
斧
右
衛
門
側
に
付
き
ま
し
た
。

一
茶
さ
ん
の
家
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。
享
和
元
年
（
１
８
０
１
）、一

茶
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
際
、
葬
儀
を
勤
め
た
の
は
康
楽

寺
（
長
野
市
篠
ノ
井
）
の
住
職
で

し
た
（
本
連
載
第
54
回　
令
和
３

年
１
月
号
参
照
）
が
、
こ
れ
は
ま

さ
に
離
檀
騒
動
の
影
響
で
明
専
寺

の
秀
栄
を
呼
べ
な
か
っ
た
た
め
、

わ
ざ
わ
ざ
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
お
坊

さ
ん
を
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
事
件
は
、
後
日
秀
意
の
娘

が
迎
え
た
婿
が
21
世
秀
円
と
し
て

住
職
に
就
任
し
た
こ
と
で
よ
う
や

く
終
息
し
、
離
檀
し
た
家
々
も
ほ

と
ん
ど
元
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
間
に
二
竹
の
人

生
は
決
定
的
に
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一茶記念館
学芸員　渡辺　洋

現在の明専寺本堂

※
離
壇
：
そ
の
寺
の
檀
家
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
。

【
参
考
文
献
】

『
改
訂　
明
専
寺
の
歴
史
』

月
原
義
方
・
寺
島
恭
一
郎
共
著
（
１
９
６
３
）

「
寛
政
末
年
に
於
け
る
一
寺
檀
関
係
の
係
争
」

本
多
得
爾
（『
須
高
』）

4 月 4 日
まで

冬季休館中

問黒姫童話館�☎（２５５）２２５０

SHINANO  2024.1.121

黒姫児童文化村の作家たち①
　黒姫高原には、いわさきちひろをはじめとした児童文学の作家・画家・編集者が集まった別荘地
黒姫児童文化村（20人別荘）がありました。そこにはどんな作家や画家がいたのでしょう。

画家　赤羽末吉（1910 ～ 1990）
　東京都に生まれ、50歳のとき『かさじぞう』（福音館書店）でデビュー。『スー
ホの白い馬』（福音館書店）は 1967 年の出版で、1965 年に黒姫に山荘を建
てた末吉は、山荘でその構想を練っていたといいます。1980年に日本人とし
て初の国際アンデルセン賞画家賞を受賞しました。

作家　いぬいとみこ（1924 ～ 2002）
　東京都に生まれ、1950年岩波書店に入社。編集のかたわら創作活動を続け、
『木かげの家の小人たち』（中央公論社のち福音館書店）で1961年国際アンデ
ルセン賞国内賞を、『雪の夜の幻想』（童心社）で1982年産経児童出版文化賞を、
『山んば見習いのむすめ』（福音館書店）で1985年赤い鳥文学賞をそれぞれ受
賞しました。紹介した受賞３作品はいずれも信濃町が舞台として登場します。

『スーホの白い馬』
再話�大塚勇三
画�赤羽末吉
（福音館書店）

『木かげの家の小人たち』
作�いぬいとみこ
画�吉井　忠
（福音館書店）



古
間
の
地
域
交
流
施
設
で
お

こ
な
っ
て
い
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
11
月
の
自
然
教
室
4
回

を
博
物
館
で
担
当
し
ま
し
た
。

第
1
回

11
月
8
日
（
水
）
は
、
火
山

灰
を
洗
っ
て
鉱
物
の
観
察
を
し

ま
し
た
。
お
よ
そ
15
万
年
前
の

飯い
い

縄づ
な

山や
ま

の
火
山
灰
と
、
鳥
取
県

に
あ
る
大だ
い
せ
ん山
の
お
よ
そ
6
万
年

前
の
火
山
灰
の
そ
れ
ぞ
れ
に
含

ま
れ
る
鉱
物
を
比
べ
て
み
ま
し

た
。

第
2
回

11
月
15
日
（
水
）
は
、
骨
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
本
物

の
ク
マ
の
頭
の
骨
や
、
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
の
歯
の
化
石
の
レ
プ
リ

カ
を
観
察
し
た
後
は
、
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
の
骨
格
を
組
み
立
て
る

パ
ズ
ル
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

第
3
回

11
月
22
日
（
水
）
は
、
化
石

探
し
を
し
ま
し
た
。
お
よ
そ

５
万
年
前
の
泥で
い
た
ん炭
と
呼
ば
れ
る

土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
割
り
な
が

ら
、
昆
虫
や
植
物
の
化
石
を
注

意
深
く
探
し
て
い
き
ま
し
た
。

見
つ
か
っ
た
数
ミ
リ
の
大
き
さ

の
昆
虫
の
化
石
を
顕
微
鏡
で
の

ぞ
く
と
、
表
面
の
細
か
な
模
様

ま
で
観
察
で
き
ま
し
た
。

第
4
回

11
月
29
日
（
水
）
は
、
紙
飛

行
機
と
か
さ
袋
ロ
ケ
ッ
ト
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

な
形
に
す
れ
ば
遠
く
ま
で
飛
ぶ

の
か
工
夫
し
な
が
ら
作
り
、
飛

ば
し
て
み
ま
し
た
。

10月7日に松本市立博物館が移転して新たにオープンしま

したが、移転に先立ち、収蔵資料であまり活用できていない

ものを里帰りさせたいとの申し入れがあり、このたび、杉久

保遺跡出土石器32点を松本市立博物館から寄贈していただ

きました。杉久保遺跡は野尻湖の北岸の町営駐車場周辺に広

がる遺跡ですが、ここで個人の方が採集した石器を譲り受け

た松本市立博物館が保管していました。今回里帰りした石器

を今後は展示などに生かしていきたいと思っています。

信濃小中学校のラーニングセンター（図書室）で、11月6日

～ 30日まで、縄文土器や石器と説明パネルを展示しました。

博物館３階で特別展「信濃町の縄文時代のはじまり」を開催し

ていたこともあり、その宣伝を兼ねて展示をし、信濃町の歴史

を知ってもらうよい機会となりました。土器の周りには縄文時

代や縄文土器を解説した本や、縄文土器が出てくる物語などの

本が並べられていましたので、少しはこの時代に興味をもつ

きっかけになったのではないでしょうか。

第1回　火山灰の鉱物観察

第2回　ナウマンゾウの骨格パズルに挑戦

第4回　かさ袋ロケット作り 第3回　泥炭から化石探し

寄贈された石器
（左の4点がナイフ形石器、右の2点が彫刻刀形石器）

信濃小中学校で縄文土器などを展示

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
報
告

松本市立博物館から
杉久保遺跡の石器が寄贈されました

信濃小中学校に
縄文土器などを展示しました

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～
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信
州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
は
、
信
州
大
学
の
歴
史
資

料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
を

し
、
公
開
、
展
示
な
ど
を
お
こ

な
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
機
関

で
す
。
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公

開
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
松
本
市
に
あ
る
信
州

大
学
附
属
図
書
館 

中
央
図
書

館
1
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、

同
セ
ン
タ
ー
の
第
6
回
企
画
展

と
し
て
「
野
尻
湖
発
掘
を
支
え

た
信
州
大
学
の
人
び
と
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
尻
湖
発
掘
に
信
州
大
学
の

先
生
や
学
生
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
大
学

史
と
い
う
視
点
を
交
え
て
、
大

学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
文
献
資

料
な
ど
か
ら
発
掘
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

野
尻
湖
発
掘
概
観

野
尻
湖
発
掘
が
始
ま
る
以
前

の
明
治
か
ら
昭
和
前
半
に
か
け

て
の
野
尻
湖
周
辺
で
の
学
術
的

な
研
究
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
臼
歯

の
発
見
か
ら
野
尻
湖
発
掘
が
開

始
さ
れ
、
続
け
ら
れ
て
き
た
概

要
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

質
学
、
考
古
学
と
い
う
異
な
る

分
野
の
研
究
者
が
一
緒
に
な
っ

て
進
め
ら
れ
た
発
掘
の
歴
史
や

成
果
が
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
ら

れ
、
市
民
参
加
の
発
掘
を
続
け

て
い
く
中
で
、
情
報
共
有
の
た

め
に
重
要
な
発
掘
の
て
び
き
や

野
尻
湖
新
聞
な
ど
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

野
尻
湖
発
掘
と
信
州
大
学

第
1
〜
4
次
野
尻
湖
発
掘

は
、
信
州
大
学
医
学
部
の
鈴
木

誠
氏
を
団
長
に
、
信
州
大
学
教

育
学
部
の
斉
藤
豊
氏
が
代
表
を

務
め
る
豊
野
層
団
体
研
究
グ

ル
ー
プ
が
事
務
局
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
第
5
次
野
尻
湖
発

掘
か
ら
は
信
州
大
学
理
学
部
地

質
学
教
室
が
事
務
局
と
な
り
、

多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
運
営

さ
れ
ま
し
た
。
ト
ピ
ッ
ク
展
示

で
は
、
学
生
時
代
に
発
掘
に
参

加
し
た
方
々
の
思
い
出
、
当
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
コ
メ
ン
ト
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
動
画
な
ど
も
視
聴
で

き
ま
す
。

1
月
10
日
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

会期：2023年11月３日（金・祝）～ 2024年１月18日（木）
場所：信州大学附属図書館　中央図書館　１階展示コーナー
　　　　（松本キャンパス　松本市旭3-1-1）
主催： 信州大学大学史資料センター・理学部・教育学部・
　　　医学部・附属図書館
協力：野尻湖ナウマンゾウ博物館・野尻湖発掘調査団

【ギャラリートーク】
日時：2024年１月10日（水）　12:20 ～ 12:50
講師：福島特任教授（大学史資料センター）　　
場所：信州大学附属図書館　中央図書館　１階展示コーナー
　　　　（松本キャンパス　松本市旭3-1-1）

※開館日・開館時間は中央図書館の開館情報に準じます。

12月28日～１月４日、１月13日～14日は休館日です。

その他臨時休館等の可能性もあるため、最新情報は信州大学附
属図書館ウェブサイトをご確認ください。

https://www.shinshu-u.ac.jp/institution/library/matsumoto/

イグルーは、北米の先住民族であるイヌイットが作る雪の
家です。ワークショップでは、
積もった雪からブロックを作
り、ドーム型に積み上げてイグ
ルーを作ります。イグルー作り
を通して、氷河時代のナウマン
ゾウの狩人たちが寒い冬をどの
ように過ごしていたのか考えてみましょう。防寒対策を万全
にしてご参加ください。
日　時：２月４日（日）13:00 ～ 15:30
会　場：野尻湖ナウマンゾウ博物館駐車場
服　装：スキーウェア、帽子、手袋
持ち物：飲み物、おやつ、筆記用具
参加費：100円（保険代、資料代）
定　員：30名（ 小学３年生以下は保護者同伴。定員になり

次第、締め切ります）
申込み： ２月２日（金）17時までに野尻湖ナウマンゾウ博

物館までお電話でお申込みください。
その他：荒天時は中止しますのであらかじめご了承ください。
お問合せ・お申込み
野尻湖ナウマンゾウ博物館　TEL：026-258-2090

発掘の概要をパネルや文献で紹介

野尻湖発掘と信州大学の関わりをまとめた年表

野尻湖発掘の思い出を紹介するコーナー

イグルー作りのようす

信
州
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
企
画
展

「
野
尻
湖
発
掘
を
支
え
た

信
州
大
学
の
人
び
と
」
開
催
中

野尻湖周辺活性化事業実行委員会イベントのお知らせ
イグルー作りのワークショップ

第６回大学史資料センター企画展
「野尻湖発掘を支えた信州大学の人びと」

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～
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11
月
18
日
（
土
）
富
士
里
支
館
に

て
、
落
語
（
講
師

　

快
楽
亭
狂
志
さ

ん
）
に
口
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
落
語
２
つ
と
歌
唱
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
笑
い
あ
り
の
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
、
36
名
の
参
加
者
に
も
大

好
評
で
し
た
。

12
月
９
日
（
土
）
に
古
間
支
館
恒

例
の
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
師
の
小
林
さ
ん
に
教
わ
り
な
が

ら
、
足
と
手
を
使
い
稲
わ
ら
を
編
み

込
み
、
各
々
素
敵
な
し
め
縄
が
で
き

上
が
り
ま
し
た
。

10
月
に
野
尻
湖
の
支
館
事
業
と
し

て
実
施
し
た
、『
野
尻
湖
の
歴
史
と

成
り
立
ち
』
の
講
演
会
を
動
画
に
し

た
映
像
を
、
信
濃
町
公
民
館
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ア
ッ
プ
す

る
予
定
で
す
。
野
尻
湖
の
歴
史
や
地

名
、野
尻
湖
の
水
利
権
の
問
題
な
ど
、

興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
下
さ
い
。

１
月
中
に
配
信
す
る
予
定
で
す
。

認
知
症
は
、
誰
に
も
起
こ
り

う
る
身
近
な
モ
ノ
で
す
。
ま
ず

は
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
せ

ん
か
？

明
治
安
田
健
康
開
発
財
団
の

講
師
の
方
が
、
テ
キ
ス
ト
を
使
っ

て
わ
か
り
易
く
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

ま
た
、
講
座
の
中
で
、
認
知

症
予
防
の
指
先
の
運
動
や
手
遊

び
等
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
一
度
立

ち
止
ま
っ
て
、
自
分
の
生
活
を

見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

526526

富
士
里
支
館

古
間
支
館

野
尻
湖
支
館

ふ
る
さ
と
学
級
②

し
め
縄
づ
く
り
講
習
会

支
館
事
業
の

動
画
配
信

期日　1月27日(土)
時間　10:00 ～（約１時間）
場所　信濃町総合会館 ２F 大ホール
申込み〆切　１月17日(水)　総合会館（☎255－3135）

歌唱!!

神棚に飾ります

笑・笑・クスクス

手と足を使って

楽しく学ぶ！ 認知症予防講座
～認知症の理解～

第２回
３/２ 10:00 ～
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11
月

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
地
下
壕
か
ら
届

い
た
俳
句

 

ウ
ラ
ジ
ス
ラ
バ
・
シ
モ
ノ
バ

首
都
襲
撃 

高
嶋

　
哲
夫

ラ
ザ
ロ
の
迷
宮 

神
永

　
　
学

賢
治
と
「
星
」
を
見
る

 

渡
部

　
潤
一

可
哀
相
な
蠅 

武
田

　
綾
乃

リ
カ
バ
リ
ー
・
カ
バ
ヒ
コ

 

青
山
美
智
子

で
ぃ
す
ぺ
る 

今
村

　
昌
弘

ふ
し
だ
ら
・
さ
く
ら 

瀬
戸
内
寂
聴

続

　
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

 

黒
柳

　
徹
子

真
田
の
具
足
師 

武
川

　
　
佑

シ
ョ
ー
ト
・
セ
ー
ル 

楡

　
　
周
平

列 

中
村

　
文
則

　
　

12
月

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ 

小
平

　
奈
緒

悪
逆 

黒
川

　
博
行

透
明
に
な
れ
な
か
っ
た
僕
た
ち

の
た
め 

佐
野

　
徹
夜

マ
リ
ス
ア
ン
グ
ル 

誉
田

　
哲
也

じ
い
散
歩

　
妻
の
反
乱

 

藤
野

　
千
夜

ツ
ミ
デ
ミ
ッ
ク 

一
穂

　
ミ
チ

夜
明
け
の
は
ざ
ま 

町
田
そ
の
こ

黒
い
絵 

原
田

　
ハ
マ

ス
ピ
ノ
ザ
の
診
察
室

 

夏
川

　
草
介

ヒ
ロ
イ
ン 

桜
木

　
紫
乃

わ
た
し
に
会
い
た
い 

西

　
加
奈
子

歌
わ
れ
な
か
っ
た
海
賊
へ

 

逢
坂

　
冬
馬

新
刊
図

書

　信濃町公民館文化展が開催され
ました。２日間の来場者は248名。
780作品の展示と10団体、11ステー
ジの発表が行われました。丹精込
めて作った作品や日頃の練習の成
果のステージ発表で大いに盛り上
がりました。

リコーダー二重奏
きれいなハーモニー

響き渡る謡

各種絵手紙と小物

かわいらしく素敵なブーケ

きれいに並んだ生け花

小学生の創作絵

フラダンス見事

信濃町公民館
文 化 展

11月11日（土）・12日（日）

地域交流施設

楽しく柏原甚句
園児たちのリース作品
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毎週火曜日は、時間外窓口受付を行います

○検討会日程　　※野尻地区の検討会は12月に開催しました。
対象地区 日程 時間 会場

柏
原
町
区

仁之倉地区 1月13日（土） 午後１時30分～ 仁之倉構造改善センター
柏原町区

1月20日（土）
午前9時 30分～ 総合会館

黒姫・長水地区
午後１時30分～

総合会館
西部地区 赤渋研修集会センター

古
間
区

古間区

1月27日（土）
午前9時 30分～

地域交流施設
荒瀬原区 下荒瀬原集落センター
東部地区

午後１時30分～
地域交流施設

舟岳・戸草・東町・吹野地区 舟岳集落センター

富
士
里
区

原地区

2月3日（土）
午前9時 30分～

原構造改善センター
石橋地区 南部転作促進センター
落合地区

午後１時30分～
落合農業団地センター

板橋・稲附地区 富士里支館
落影・宮ノ腰・辻屋・中島地区

2月10日（土）
午前9時 30分～

富士里支館
御料・中村地区 御料公会堂
高山地区

午後１時30分～
高山農業生活改善センター

北信・富が原地区 富が原組集会所

Living information

暮らしの情報
2024

問産業観光課�農林畜産係�☎（２５５）３１１３
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1

求む !空き家情報

若者定住促進のため、空き家情報を募集し
ています。家を貸したい方、空き家をご存
知の方は、下記までご連絡ください。

問総務課 まちづくり企画係 ☎（255）1007

1月9日 /16日 /23日 /30日
午後5時15分～午後7時まで 【祝日除く】
◉税金･各種料金の支払い（※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明

　印鑑証明の発行／マイナンバー手続き　
※内容によっては発行できない場合もあります。
※�通常業務日と異なり、転入・転出等の異動届受付、一般的な相談業
務などは行っていません。

問総務課 まちづくり企画係 ☎（255）1007

農業・農地を守っていく「地域計画」をつくります
　10年後自分の農地や地域の風景はどうなっているのでしょうか。農地を将来に向けて守り続けていくため、
農業者や地域の皆さんと一緒になって意見を出し合い「地域計画」をつくります。各地区で地域計画の検討会
を開催しますので、農業者や地域の皆さんの参加をお願いします。
■地域計画とは
　高齢化や人口減少により、農業者の減少や荒廃農地の拡大が見込まれる中、地域の農業の10年後のあり方
を示すものです。大切な農地を将来に引き継ぐために、誰が、どのように農地を利用するかを農地ごとに明確
化した「目標地図」を示す計画です。
■検討会の内容
　・地域の現状と課題を整理します。
　・10年後「耕作ができる農地」を誰が耕作するのかを考え、農地の未来図を作成します。



生ごみ処理機器購入費補助の申請受付中！

長野シルバー人材センター
からのお知らせ

問住民福祉課環境係
☎（255）59241月資源物収集

10日水 容器包装プラスチック 24日水 容器包装プラスチック

SHINANO  2024.1.127

○アファンの森をスノーシューで散策しましょう

　アファンの森は荒れていた森を故 C.W. ニコルさんが中心になり３０
年以上かけて甦らせた森です。冬だからこそ出会える生きものたちの営
み、雪上の楽しみを見つけましょう。　※荒天中止

・日時　　1 月 20 日 ( 土 )　午前 9 時 00 分～正午
・集合　　午前 9 時 黒姫駅西口駐車場　※集合後乗合いにて移動
・参加費　500 円 ( 保険代込）
・持ち物　飲み物、スノーシュー、ストック（レンタル有り 500 円）
・装備　　着脱可能な防寒着、帽子、手袋、長靴、リュック
・申込み　1 月 19 日（金）　午後 4 時 00 分まで
・定員　　20 名

○癒しの森コース【御鹿池コース】ハイクへ

　グリーン期には歩けない湿原を渡り、雪面のまっ白い曲線を自由に歩
き、寝転び、斜面では尻滑りも楽しみましょう。※荒天中止

・日程　　1 月 28 日（日）　午前 9 時 00 分～正午
・集合　　午前 9 時 黒姫童話館 横 童話の森ギャラリー入口
・参加費　500 円（保険代込）
・持ち物　 飲み物、スノーシュー、ストック（レンタル有り 300 円）、
　　　　  あれば一人用ソリ
・装備　　着脱可能な防寒着、帽子、手袋、長靴、リュック
・申込み　1 月 26 日（金）　午後 4 時 00 分まで

　長野シルバー人材センターでは、新規会員を募集するため、入
会説明会を開催します。入会説明会への出席を希望される方は、
電話予約が必要となりますので、長野シルバー人材センターへご
連絡ください。

■日時　　1月 25日（木）　午後1時 30分から
■会場　　信濃町総合会館　1階教室
■対象者　信濃町在住で60歳以上の健康な方
　　　　　※�事前に長野シルバー人材センターへご連絡いただい

た方に、入会申込み書類をお送りします。

入会説明会を開催します

お申込みは、商工観光・癒しの森係 ☎（255）3114 へご連絡ください。

お問い合わせは、長野シルバー人材センター ☎（237）8315 へ
ご連絡ください。

1予防接種小児科外来（予約制）   信越病院
毎週月～金／受付13:30～14:00�
※希望日の4日前までに予約してください。
※予防接種は一般外来でも承りますが、そ
の場合も予約が必要です。

2乳児健診（4・7・10か月児）   地域交流施設
1月25日木／受付：12：30～12：45（7・10か
月児）／12：45～13：00（4か月児）
��4か月児／対象：令和5年8月・9月生
��7か月児／対象：令和5年6月生
10か月児／対象：令和5年2月・3月生

3こころの健康相談　　　　 保健センター
1月18日木／15:00～17:00
※3日前までに予約してください。

4断酒会   　　　　　　　　       総合会館
1月24日水／18：00～19：00／お酒をやめ
られない方、断酒を続けている方、ご家族の
方のお酒についての相談、学習　

5よろず相談　　　   木育ルームなかよし
1月9日火／10：00～11：30　子育ての相談

6母乳相談　　　      木育ルームなかよし
1月9日火/10 日水/16 日火/17日水/22日
月/24日水/29日月/31日水
9:00 ～ 13:00/ 母乳育児の相談、乳房マッ
サージ、体重測定
※1日4組の予約制で行います。詳しくは、
子育て支援サイトをご覧ください。

7お誕生日会　　　　木育ルームなかよし
1月生まれのお子さんがいる方は事前にご
連絡ください。

8発達相談　　　 　  木育ルームなかよし
※ホームページ等をご確認ください。

◆木育ルームなかよしの絵本について
木育ルームなかよしには約1,200冊の絵本が
あります。１人１回３冊まで貸し出しができ
ますので、ぜひ、ご利用ください。詳しくは、
ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ先
1信越病院小児科外来 ☎(255)3100
2～5保健予防係 ☎(255)3112
67なかよし相談員☎090(4382)6832
8教育委員会事務局 ☎(255)5923

ひとときの会からのお知らせ
～信濃町町民向け、スノーシュー事始め～
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わ
た
し
の夢

みんなを笑顔にする料理研究家

私の夢は、料理研究家になることです。そして、自分
で考えた料理を作ってもらったり、食べてもらった

りすることで、子どもたちに料理の楽しさを教えたいと
思っています。
　私が料理に興味を持ったきっかけは、お母さんが作っ
たオムライスでした。そのオムライスは、トロトロな卵
やパラパラのチキンライスが最高で、食べると思わず笑
顔になります。そのオムライスに負けないくらい美味
しい料理を作りたいと思いました。
　最初は、苦戦していた難しいフライ返しの扱いも、練
習を重ねて慣れてきました。最近はいろいろな料理に
挑戦し、自分の好きなときに、好きなものを作れるよう
努力しています。たまに手こずることもあるけれど、そ
んな経験もとても大切だと思います。これからも、いろ
いろな努力をしながら、たくさんの人を笑顔にできる料
理研究家を目指していきます。

信
濃
小
中
学
校
５
年
２
組
　
出い

で
の野

　
朱あ

か
り莉

未
来
へ
の
輝
く
思
い

町の将来像

※カッコ内は前月との比較

人口 7,675 人 (-14)　男 3,812 人 (-1)　女 3,863 人 (-13)　世帯数 3,337 世帯 (-1)　11月 30 日現在

◆
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、広
報

担
当
の
あ
り
え
で
す
。
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も「
広
報
し
な
の
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
皆
さ
ん
は
、令
和
6
年
を
ど

ん
な
年
に
し
た
い
で
す
か
。
私

は
、今
年
で
30
歳
に
な
り
ま
す
。

30
代
っ
て
な
ん
か
大
人
な
感
じ

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
と
い
う

こ
と
で
今
年
の
目
標
は
、「
ス

マ
ー
ト
で
落
ち
着
い
て
い
る
ダ

ン
デ
ィ
ー
な
大
人
の
男
に
な

る
」に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

少
し
欲
張
り
す
ぎ
な
気
も
し
ま

す
が
、そ
れ
く
ら
い
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　

昨
年
は
、新
年
早
々
、車
の

運
転
中
に
イ
ノ
シ
シ
と
激
突
し

た
の
で
、今
年
は
、イ
ノ
シ
シ

が
突
進
し
て
き
て
も
ス
マ
ー
ト

に
か
わ
し
て
落
ち
着
い
て
運
転

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
あ
り
え
）
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